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ホワイトボードの活用 
 児童が考えた「音読の工夫」をホワイトボードに

書いて表示している。 

 児童から出された工夫の仕方が抽象的な表現で分

かりにくいときには、他の言葉に置き換えて考えた

り、実際に音読で表現し合ったりして児童個々のイ

メージが相互に伝えられるように工夫する。 

 

黒字は、実際の授業展開場面における

児童の発言の一部です。 

振り返り 
 第２次では、日々の「学習の振

り返り」場面で「今日の学習で１番

心に残ったこと」をノート３行程度

にまとめる学習を続けていく。 

 この学習が第３次のお気に入りの

本を選んだり、その本の好きなとこ

ろを自分で見つけたりする活動につ

ながるようにする。 

「活用」の力を育てる評価の工夫 

音読 
 低学年の音読では、「語のまとまりや言葉の響きなどに気を付けて音読すること」を

主な目標とする。評価に当たっても、姿勢や口形、発音、声の大きさや速さ等に着目し

て、児童の言語活動をとらえるようにする。 

 児童によっては、聞いている者に工夫点が伝わりにくい場合もある。どのようなこと

に気を付けて読んだのかを聞く機会を持ち、意欲の伸びや発想の広がりも評価していく

ようにする。 

 また、自分の理解や感想を反映させるために、「工夫して読みたい部分」を自分で見

つけ、自分なりに工夫しようとしているかをとらえるようにする。 

 HOME 単元の流れへ 本時の流れへ 評価問題


